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◇各幼稚園・小学校・中学校における特色ある取り組み◇

園 部 幼 稚 園 「和（wa）になって語ろう会」と
名付け、教師同士が和やかにこども
達の遊びの様子を語り合う中で、こ
ども達の学びを読み取ったり、更に
遊びを充実するための環境や教師の
かかわりを考えたりする時間を定期
的に設けています。また、全職員で
こども達の成長を喜び合ったり、そ
れぞれの実践から自身の保育を振り
返ったりして、資質向上につなげる
ことも大切にしています。
幼稚園の教育を充実させるため、

こども達のより深い学びや成長につ
ながるよう "語り合い”を積み重
ね、遊びの充実につなげていきたい
と思います。

八 木 中 央 幼 稚 園 幼児学園では絵本の取組第二弾
として、今年度より、降園時に親
子で絵本を借りる日「絵本室開放
日」を週一回設けています。開放
日には「今日はどんな絵本を借り
ようかな？」と保護者も一緒に絵
本を選ぶ姿が見られ、親子で過ご
す中で、ホッとしたり、居心地の
よさを感じたりできる空間になっ
ています。物語のおもしろさを共
感したり、挿絵の美しさに感動し
合ったりしながら親子で絵本に触
れる時間を楽しんでほしい、読書
が大好きになっていってほしいと
願っています。

園 部 小 学 校 本校では、児童がさまざまな文化
芸術に触れる機会を積極的に取り入
れています。お琴の演奏体験やお茶
の作法の学習、食育の研究と関連付
けたおせち料理の学習では、実体験
を通して日本の伝統文化への理解を
一層深めることができました。また、
今年度は文化鑑賞会を 2回実施し、
演劇やジャグリング、マジックなど、
質の高いパフォーマンスを間近で鑑
賞する貴重な機会となりました。こ
のような本物との出会いは、児童が
文化や芸術の価値を実感する大切な
機会となります。
今後も、実体験を通した学びを重

視し、豊かな感性や表現力の育成に
つなげていきます。

園 部 第 二 小 学 校
本校では、夏休みに地域の方・保

護者・教職員が集う『コミスクわい
わい会議』を開催しています。こど
もたちの様々な場での様子を共有
し、地域や人を大切にする心を育む
ためにできることを話し合います。
今年のテーマは「地域のよさに目

を向け、人や地域とつながるこども
を育てるためにできることを考えよ
う～優しさ・思いやりのあふれるそ
のニっこ～」。11 月には、この話し
合いをもとに各学年で「PTA 親子人
権学習」を行いました。
今後も地域・家庭・学校が一体と

なり、こどもたちの心を育む取組を
推進していきます。

コミスクわいわい会議、PTA親子人権学習

「絵本の取組第二弾！」
～親子で絵本を楽しむ！～

保護者の皆様や地域の皆様には、日頃より南丹市の教育行政の推進にご支援ご協力を賜り誠にありがとうございます。心より感謝申し上げます。

いよいよ各校では、令和７年度の修了式や卒業式が行われようとしています。南丹市では『３学期は今年度のまとめの学期であり次年度の０学期である』と位置

付けています。また、３学期は小学校６年生にとっては６年間の、中学校３年生にとっては３年間のまとめの学期とも言えます。
この節目の時期に、これまでのお子さんの成長した内容や今後の過ごし方等について、少し時間をとってお話しいただければと考えています。南丹市としまして

は、義務教育を終える中学校 3年生にとって『夢と希望』をもって進路実現できる学期になることを願っているところです。

さて、南丹市教育委員会では、令和５年から７年度の 3年間を『 教育は環境からプロジェクト FIRST STAGE 』と位置付けています。この間、部活動地域移行
事業や読書環境整備事業、AI ドリルを全児童生徒に導入した個別最適化事業、不登校児童生徒等の早期発見・早期支援事業の 4つの事業（資料 1）を中心に教育環

境を充実させることを通して各学校を支援してきました。

学力向上については、先生方の授業力向上がこどもの学力向上に繋がると考えて『南丹市小中学校授業研究会』を全小中学校で実施しています。今年度行ったす
べての授業研究会では、児童生徒が落ち着いて授業に取り組んでいる姿や授業改善に向けて努力する先生の姿、校長先生をはじめ支える多くの先生の姿がありまし

た。授業研究会の様子から各学校が『落ち着いた学びの場』になっていることが分かりました。

教育環境の整備と各校の授業研究会の充実によって、全国学力学習状況調査や京都府学びのパスポートの結果に少しずつではありますが成果として表れています。

南丹市としましては、学ぶ意欲・能力・態度を身に付けた「自立した学習者」を育てる教育を目指しています。そのためには、『教育は環境からプロジェクト』に

より学校での教育環境を整備し、内容が充実した『キャリア教育』を行うことで、自らの将来について夢と希望を持ち、主体的に学ぶ姿勢を育みたいと考えていま
す。一方で家庭学習習慣定着を阻む大きな壁があります。それは、児童生徒がスマホ等を長時間使用していることや SNS 上でのトラブルなどによる生徒指導上の課

題などがあります。このような課題を克服する為には、今やらなければならないことを主体的に判断する自己制御力（非認知能力）を育むことが必要だと考えてい

ます。（資料 2）
令和８年からは『 教育は環境からプロジェクト SECOND STAGE 』と位置付けて、教育環境を更に充実させ、家庭学習方法の具体的な提示や規則正しい生活習

慣を身に付けるなどの家庭学習習慣の定着を図っていきたいと考えています。
南丹市教育委員会 教育長 國府 常芳

和（wa）になって語ろう！
～教育の充実や教師の資質向上を目指して～

文化鑑賞会や茶の湯体験の様子



、

桜 が 丘 中 学 校
「人権の尊重を基盤として、一

人一人が自信を持ち、心身ともに
たくましく、社会人として自立で
きる生徒の育成」を教育目標とし
て様々な取組を行っています。そ
の取組の一つとして、社会福祉へ
の理解を深め自己肯定感・有用感
を高めることや、これからの社会
を支える担い手として社会福祉施
設のもつ役割を学ぶことなどを目
的として福祉体験学習を行ってい
ます。今年度は 10月に社会福祉法
人長生園へ訪問させていただき、
施設の仕事体験や入所されている
方々との交流を行い、こどもたち
にとって大変有意義な機会になり
ました。

美 山 中 学 校
変化の予測が困難な未来社会で必

要となるであろう、自ら考えて行動す
る力、対話や協働を通じて知識やアイ
デアを共有し最適解や納得解を生み
出す力の育成を目指して、文化祭に生
徒が企画・運営する午後の部を新設
し、地域の皆さまの協力を得て楽しい
思い出を創り上げることができまし
た。
また熟議では「なぜ学ぶのか」につ
いて、その目的や意義とともに、大人
になっても学び続ける姿勢が大切だ
ということに気づきました。今後も達
成感・自己有用感を育みながら、社会
の変化と主体的に向き合い学び続け
る人材の育成を図りたいと思います。

美 山 小 学 校
本校では、金曜日の放課後を使っ

て「放課後こども教室（仮称）」を
始めました。（今年度は計 6回実施）
地域の皆さまが音楽・スポーツ・も
のづくりなど多彩なプログラムを
準備され、児童は選んだ活動に取り
組みます。（選ばないも可）
「好き」を大切にして「得意」を

生かすこと、新しいことに挑戦する
力を育てること、地域ならではの体
験を取り入れること、安心できる環
境づくりを進めることなどを目指
しています。
これからも地域とともに、温かく

美山っ子を育んでいきたいと思い
ます。

殿田中学校では、総合的な学習
の時間を活用して探求的な学習を
進めています。「課題の設定」「情
報の収集」「整理・分析」「まとめ・
表現」といった過程を繰り返しな
がら、各学年で設定したテーマに
基づいて学習しています。
この間、地域の方々や大学生な

ど、数多くの方々に関わっていた
だき、学校だけでは知らなかった
こと、考えなかったことに沢山出
会い、気づき、深め、効果的に伝
える方法を考えるチャンスを得る
ことができました。これからも学
びを深めていきます！

胡 麻 郷 小 学 校
学校と地域が連携する「地域学校

協働活動」は、今年度も多くの皆さ
まに支えられ、本校が誇る自慢の活
動となっています。
こどもたちは、米作りやしめ縄づ

くり等、様々な体験を通して郷土へ
の愛着を深め、「わが町」を誇りに
思う心を育んでいます。また、卒業
生や地域の方々から生き方のアド
バイスをいただく機会は、将来への
展望を高める貴重な糧となってい
ます。
「こどもたちのために」と尽力して
くださる皆さまに深く感謝し、この
素晴らしい絆をこどもたちの確か
な成長に繋げられるよう、今後もよ
り充実した活動を目指してまいり
ます。

八 木 中 学 校
本校では、自分たちの住んでいる地

域の文化に触れ、愛着を感じ、将来「ふ
るさと八木町」を懐かしく思い出すも
のの 1 つになればとの思いから、昨
年度より学校運営協議会とともに「八
木音頭による盆踊り」に取り組んでい
ます。昨年度は地域の方に講師をお世
話になり、盆踊り講習会を実施し、今
年度は、体育祭の一幕にこどもたちと
保護者、地域の方が一緒になって盆踊
りを踊りました。こどもたちと保護
者、地域の皆さまの笑顔があふれるひ
と時となりました。これからも地域と
ともに地域愛の溢れる中学校を目指
します。

殿 田 小 学 校
毎年のように各地で地震や洪水な

どの災害が起こっています。本校で
は、学校運営協議会や地域の皆さま
と６年生が防災をテーマに「熟議」
を行いました。今年度は、話し合っ
たことを生かすように実行委員会で
協議し、「殿小スクラム！！みんなで
学ぼうさい 2025」を開催しました。
南丹警察署や園部消防署日吉出張

所、明治国際医療大学、社会福祉協
議会などに加えて、保護者の方も入
っている地域の消防団にもお世話に
なり、体験的に学ぶことができまし
た。地域総がかりでこどもの安全を
守り、支えている大人の頼もしい姿
が印象的でした。

園 部 中 学 校
生徒会が「地域でも活躍する園

中」を目指して活動する「地域貢
献ボランティア」は、開始から約
１年が経過しました。これまで、
各施設や事業所から計 20 回の依
頼があり、延べ 195名の有志が活
躍しました。
多くの方々との交流を通して、

地域・産業・自然・文化の豊かさ
や良さを再発見し、大きな収穫が
得られたと喜んでいます。生徒会
は、この取組を伝統として引き継
いでくれました。
今後も社会の一員として地域の

存在を大切にし、主体的に参画で
きるよう、保護者、地域の方の理
解と協力を得てさらなる充実を目
指したいと思います。

八 木 西 小 学 校 本校では、地域に住む様々な人と
のつながりを大切にしています。
２年生は、12 月にふれあいサロ

ンの方と交流をしました。自己紹
介、すごろく、おはじき、カルタな
どの遊びをしたり、『手のひらを太
陽に』を歌ったりし、こどもたちや
参加者の皆さまの笑顔があふれる
温かな時間になりました。
多様な人々とのふれあいを通し

て、人の大切さや自分との関わりを
考えるとともに、ぬくもりのある地
域社会の一員として、人とつなが
り、人と支え合うことができる児童
を育んでいます。

八 木 東 小 学 校
今年度より、こどもたちが性暴力

の被害者・加害者・傍観者にならな
いための「生命（いのち）の安全教
育」に取り組んでいます。
自分や相手の心と体を大切にし、

一人ひとりを尊重する態度などを、
発達段階に応じて身に付けることを
目指しています。
①プライベートゾーンを大切にする
②人との適切な距離感を守る
③愛情を受けて生きていることを
理解する

④多様性を認め合う
⑤こどもの権利を理解する
⑥不適切な SNS利用をしない
⑦心の傷の回復力を知る
学習内容は、広報誌を通じて保護

者と共有し、家庭と共に取り組んで
います。

殿 田 中 学 校

探究的な学習の様子

百人一首で坊主めくりを楽しむ様子
２年生「パーソナルスペースを知ろう」

学校・家庭・地域で創り上げる熟議

イベント手伝い（左上）、高齢者施設での演奏会
（左下）、のぞみ園の清掃手伝い（右）

殿小スクラム！！
みんなで学ぼうさい 2025

「地域を学ぶ、地域で学ぶ、地域に学ぶ」
胡麻郷小学校のこどもたち

プログラムの１つ、
「みんなで踊ろう！美山町音頭」の様子

体育祭「八木音頭による盆踊り」

福祉体験活動の様子


